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希少魚を含めた水生生物の生息状況調査

ーミヤコタナゴ生息状況調査一(平成24年度)

的目
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600 め地名は未公表)および矢板市地内の 4カ所の水路または池で
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ミヤコタナゴの生息が確認されており，それぞれの生息地で地
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元保護団体，関係市等がその保護および生息地の保全にあたっ

保全策を抱隼していくためには，生息地ごとに定期的かっ定

量的な調査を*1蹄しし，生息状況を把握することが必要となる。

ている。

ミヤコタナゴ生息状況のモそこで，前述の 4生息止也において，

採捕魚類の経年変化(羽田生息地)図1ニタリング調査を期包した。

なお，調査は文化財保護法に基づく現状変更許可を得て期包

滝岡生息地E した。

本調査は栃幌環境森林部自然環境課及び県北環境森林事務

所と共同で期包した。羽田生息止也

本調査は跡県環境森榊日自然環境課，県ヰ民需藤林事務所，

方法県文化財課，大田原市教育委員会，羽田小学校および羽田ミヤ

調査は2012年 10月25日に戴包した。獅的42加の水路にコタナゴ保存会と共同で知包した。

おいて上制措から10m間隔で、設定した定点43地長にセノレビンを

90分間設置して，水生生物を樹甫した。法方

調査は2012年 10月26日に環境省指定羽田ミヤコタナゴ生息

果結地保護区において期包した。流程75伽 の水路において上帰路か

セルビン官周査では，アメリカザリガニが54個体採捕されたのら15m間隔で設定した定点 50地点，および堰直下3地点の計

しかし， 2013年の2月に実施した泥上げ作業の際みで、あった。53地点にセルビンを兜分開設置し，水生生物を採捕した。

には観察池で成魚 13個体と稚魚 3個体が樹甫されたことから，

今年も繁殖が継続して行われていると考えられる。また，その果結

フド、ジョウ 193個体，ジュズ、カケハゼ52個体，他の魚種では，今年度もミヤコタナゴは採捕されず，2∞2年以降11年連続で‘
スナヤツメ 9個体が樹齢れ，魚ウグイ 6個体，ナ類 l個体，タ生息、が幅否、で、きなかった(図 1)。その他の魚種の樹南数は，

類相に変化は認められなかった。ド、ジョウが54個体と昨年のモロコが昨年の約2倍の457個体，

114となった。さらにコイが22個体，フナ類が40個体採捕され，

A生息地E これまでで最も多い樹甫数となった。コイとフナ類が増加した

本調査は関係市，栃木県環境森林部自然環境課，県東環境森原因は，9月に実施した沼の池干しの際に，沼に生息する個体が

林事務所およひ号弔問大学教育学部と共同で戴包した。水路に流入したためと考えられる。また，外来魚のオオクチパ

ス，フツレーギノレ1:)樹南されなかった。本年 9月に電気ショッカ

去方ーによる外来魚駆除を沼と水路にて実施した際にも外来魚は確

調査は2012年 11月 l日と 2日に菊包した。訴話卦句lkmの水

路において，上瀞措から 1伽 あるし、は20m間隔に設定した定点

認されなかった。



57地点、(上訴訟端から 13加の範囲を l伽間隔とした)と段差や

堰の直下 10士也点の計67区にセルビンを90分間設置し，水生生

物を採捕した。採捕したミヤコタナゴは，腹鰭の一部を切除し

て標識を施し，ピーターセン法 (Chapmanの修正王りを用いて

生息個体数を推定した。

結果および考察

l日目の標識数が68個体， 2日目の樹轍が75個体，開南標

識数2H剛本で，水路内の生息数は218土29個体(:J:SD)と推定

され，前年の推定値 (204土48)からやや増加した(図2)。ミヤ

コタナゴの樹南数は，上流部で多く，前年までと比較すると下

流部における採捕数が減少した。特に水路上訴詰日0-140mの範

囲では， 127:J:21個体が生息していると推定され，前年(卯土21)

に比べて増加した(図 2)。このことは，環境改善によって稚魚

の生息場が確保されたことが稚魚の生残を高め，翌年の繁殖親

魚の増加に結びついたためと考えられる(p.19参照)。
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図2 ミヤコタナゴの流程分布の推移 (A生息地)

N 矢板生息止也

本調査は矢板市教育委員会，矢板市生涯学習課，栃木県環境

森林部自然環境課，泉小学校および山田ミヤコタナポ保存会と

共同で戴包した。

方法

調査は2012年 10月16日に実施した。自然流下により生息池

の水を排水した後，たも網など、で水生生物を採捕し，種ごとに
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計数した。

結果およt賭察

314個体のミヤコタナゴが樹齢れ(図 3)，その内，当歳魚

と考えられる稚魚が79個{抑留君、されたことから，再生産が継続

していると考えられる。 ドブガイの繁殖に必要なホトケド、ジョ

ウは1，352個体確認された。また，ドブガイは127個体確認され

たが，稚員は3個体(昨年度41個体)と少なかったことから，

再生産がうまくいかなかった可能性が考えられる。過去の稚貝

数の変化を見ると，少ない年と多い年の変動が激しいことから，

今後も稚貝数の変化をモニタリングしていく必要があると考え

られる。

2∞6年以降の7年間， ミヤコタナゴの個体数は2∞個体前後

を維持しており，生息地として安定した状態が保たれていると

考えられる。今後も継続的なモニタリングを菊包し，生息状況

の把握に努める。
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図3 魚類およびドブガイの採捕数の推移

(指導環境室)
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農業水路における魚類の産卵・生育環境の把握ー

タナゴの産卵・成育環境ー (p15-16)

タナゴの保全に必要な知見である産卵環境や稚

魚の生息環境を把握することを目的に，タナゴが

生息する水路の物理環境を調査しました。その結

果，タナゴ、稚魚は水深が浅く，流速が遅い場所で

確認された一方で，産卵母員であるカワシンジュ

ガイは流速が速く，底質が軟らかい場所を中心に

みられました。これらのことからタナゴの保全に

はワンド部の設置とともに，カワシンジュガイが

好む環境を造成する必要があると考えられました。

また，これらを造成する際には，稚魚の生息場所

が産卵場所の下流に配置される必要があります。

希少魚を含めた水生生物の生息状況調査ーミヤコ

タナゴ生息状況調査一 (p17-18)

ミヤコタナゴの生息状況を把握するため県内 4

カ所の生息地において調査を行いました。羽田生

息地では 11年連続でミヤコタナゴが確認されま

せんでした。滝岡生息地では，泥上げ作業の際に

ミヤコタナゴ成魚 13個体と稚魚 3個体が確認さ

れたため，再生産しているものと考えられました。

A生息地では推定生息数が前年よりやや多い 218

個体となり，安定的な生息が確認されました。矢

板生息地では314個体のミヤコタナゴが確認され，

前年に比べ増加しました。今後もミヤコタナゴの

生息数の推移を注意深くモニタリングしていく必

要があると考えられます。

希少水生生物保全事業一環境改善によるミヤコタナ

ゴの増大効果の検証ー (p19-20)

自然生息地におけるミヤコタナゴの生息数増大

を図るため， 2011年に水路上流部において稚魚の

生息環境条件に基づいた環境改善を実施しました。

その結果，生息数が推定できないほどに減少して

いた上流部では，推定 90尾まで生息数が回復し，

2012年には推定 127尾に増加しました。鱗を用い

た年齢査定の結果からは，そのほとんどが稚魚で

あることが分かりました。また， 1年間にわたり

改善環境の環境変化を調べたところ，環境改善の

実施から約 1年間は稚魚にとって好適な状態が保

たれていました。このことから，環境改善によっ

て稚魚の生息場・越冬場が確保されたことが稚魚

期の生き残りを高め，翌年の繁殖親魚の増加に結

びついたものと考えられます。今後，本生息地に

おいて個体群の維持・管理を行っていく上では，

稚魚の生息数の変動について注意深くモニタリン

グしていくとともに，定期的な生息環境評価と環

境改善の追加的な実施を行っていくことが重要と

考えられます。

〔水産技術室〕

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明一中禅寺湖における放射性セシウム汚染

状況調査一 (p21-22)

中禅寺湖に生息する魚類の放射性 Cs汚染状況

を把握するために，放射性Cs濃度の推移を調査し

ました。ヒメマスの放射性Cs濃度は春~夏にかけ

て減少しましたが，秋から春にかけて停滞しまし

た。しかし，その他のサケ科魚類では明確な傾向

が確認されませんでした。また，ワカサギやコイ

科魚類については，今後検体数を増やして放射性

Cs濃度の推移を把握していく予定です。今後も中

禅寺湖の魚類については継続して放射性 Cs濃度

の動向を把握していきます。

周辺環境が魚類の放射性セシウム蓄積に及ぼす影

響の解明ーアユにおける天然餌料からの放射性セ

シウム移行状況調査一 (p23-24)

アユの放射性 Cs汚染の現状を把握するために，

県内で採捕したアユの放射性 Cs濃度を調査しま

した。 2012年に実施したアユの放射性物質モニタ

リング検査では全ての検体において基準値

(lOOBq/kg-wet)を下回り，食品としての安全性

が確認されました。また，部位別の放射性Cs濃度

を調査したところ，胃や消化管内容物で比較的高

い放射性Cs濃度を示しましたが、胃や消化管には

泥が多く含まれており，これらの放射性Csは泥に

由来するものと考えられました。さらに，泥は消

化されずに排出されるため，アユが摂餌した放射

性 Csの大部分は吸収されずに体外へ排出されて

いると考えられました。
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